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1. はじめに
本研究グループは、地球温暖化や農業活動等による人為的な地表被覆の改変が、黄河流域にお
ける水循環の変動（特に大気境界層過程や雲 ・降水過程）に対して、どのような影響を及ぼすの
かについて調べることを目的としている。そのために、従来データの空白域であった黄土高原に
おける大気境界層観測とデータ解析、得られた観測データを用いた雲解像モデ、ルによる数値実験、
そして衛星計測による地表面（植生）状態の広域データ解析等により明らかにしてし、く。特に、
当該地域における地表面状態と総観気象場（水蒸気場）の季節変化に伴う陸面一大気境界層過程
と、それに付随した対流雲の発達過程に着目し、水文気象現象の把握と数値モテ、ルにおけるパラ
メタリゼーションの改良を目指す。
2. 黄土高原での大気境界層観測計画
本研究では、典型的な黄土高原地域に位置する中国科学院 ・長武黄土高原農業生態試験所の観
測圃場（北緯 35°12＇、東経 107°40' ）において、運動量 ・顕熱 ・潜熱 ・C02の各地表面フラ
ックスを測定する。同様に、衛星計測の地上検証データを取得する目的で、高波長 ・高時間分解
能の分光放射計も設置する。このために、高さ 30mの観測タワーを設置し、フラックス ・放射観
測装置を取り付ける。同時に、大気境界層と自由大気下端（地表面上 5km程度までの大気）にお
ける三次元風速の鉛直分布と、大気境界層中 ・下層（地表面上2km程度までの大気）における気
温の鉛直分布を、 平成 15年度に契約 ・購入したウインドプロファイラーレーダにより測定する。
以上のデータにより、大気境界層と自由大気問の運動量と熱輸送過程を様々な総観気象条件のも
とで明らかにする。一方、大気境界層構造と対流雲の発達過程の関係を解明するため、大気境界
層と自由大気問の水蒸気輸送過程を測定する必要がある。このため、マイクロ波放射計（平成 16
年度購入予定）を用いて地表面上 5km程度までの大気における水蒸気量の鉛直分布を測定する。
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図1 中国科学院 ・長武黄土高原農業生態試験所の西圃場における
大気境界層観測装置の配置設計図
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